2010年7月6日

≪IT系コンサルタント≫

職　務　経　歴　書

        

氏名○○　○○
－職務要約－

※１

－職務経歴詳細－

株式会社○○○システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19xx年4月～200x年x月　 事業内容：大手ＳＩｅｒからの業務系システム受託開発

資本金：○億円　従業員数：1000名　本社：○○市　　

※２
●19xx年4月　プログラマーとして入社　研修を行う

●19xx年x月　開発チームに配属

●200x年x月　一身上の都合により退社

△△△△株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200x年x月～現在 
事業内容：ERP導入およびBPRを中心としたコンサルティング
資本金：△△００万円　従業員数：160名　本社：○○市
●200x年x月　入社　金融チーム配属　職種：ERPコンサルタント
現在に至る

－開発経歴－

199×年×月～200×年×月　（株式会社〇〇〇システム）
	開発期間
	業界
	プロジェクト名・内容
	担当業務
	環境
	役割・PJ規模

	199×年×月

～

199×年×月

（×ヶ月）
	金融

生命保険
	企業年金システム構築プロジェクト

・○○をオンラインで△△するシステム

※３
	プログラミング


	日立メインフレーム

COBOL85

VOS3
	メンバー

プロジェクトメンバー

約50名

※４

	200×年×月

～

200×年×月

（×ヶ月）
	金融

クレジットカード
	第3次オンラインシステム構築プロジェクト

・基幹制御系サブシステム
	基本設計

詳細設計
	富士通メインフレーム

COBOL

MSP

AIM(DB
	チームリーダー

プロジェクトメンバー

約100名

	200×年×月

　　　～

200×年×月

（×ヶ月）
	金融

クレジットカード
	第3次オンラインシステム構築プロジェクト

・加盟店決済処理

・リボルビング会員管理
	基本設計

詳細設計

進捗管理

導入サポート
	富士通メインフレーム

COBOL

MSP

AIM(DB)
	チームリーダー

プロジェクトメンバー約300名


200×年×月～200×年×月　（△△△株式会社）
	開発期間
	業界
	プロジェクト名・内容
	担当業務
	環境
	役割・PJ規模

	200×年×月

～

200×年×月

（×ヶ月）
	食品メーカー
	ERP(SAP)導入プロジェクト

会計チーム担当
	コンサルティング

進捗管理

テストリード

下位者教育

導入サポート

※５
	R/3

ABAP

HULFT

UNIX

Oracle(DB)
	チームリーダー

プロジェクトメンバー

12名

	200×年×月

～

200×年×月

（×ヶ月）
	サービス
	社内SAP導入方法論の社内向けトレーニング
・対象者約200名
	方法論の理解

プログラムの開発

トレーニング
	R/3
	チームリーダー

プロジェクトメンバー

3名

	200×年×月

　　　～

200×年×月

現在

（×ヶ月）
	精密機械メーカー
	ERP(SAP)会計システム導入プロジェクト

・旅費管理
	コンサルティング

計画立案

FIT&GAP分析
	R/3
	チームリーダー

プロジェクトメンバー10名


－得意分野－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－保有資格－

	19××年×月
	情報処理技術者第一種

	20××年×月
	TOEIC８００点

	20××年×月
	SAP R/3　HR認定コンサルタント

	
	


ERPを用いたクライアントビジネスのBPRに関わるITコンサルティングの提案、計画立案、設計、構築、導入を得意としております。また、プロジェクトマネジメントを得意としております。

－自己PR－　※６
SEとして〇年、コンサルタントとして×年、通算〇〇年の実務経験の中で、メインフレーム、PC、オープン系システムでの設計～導入経験を持っております。ERPに関しては、SAP R/3　HR認定コンサルタントの資格をもち、SAP導入を複数同時にマネージしたことがあります。

以上

※１　職務略歴は簡単に５～７行を目安に書くことをお勧めします。職務経歴が少なく書かなくとも分かりそうな場合は省略してＯＫ。職務略歴は詳細の説明を始める前に読む人に心の準備をさせるとともにぼんやりとした自分のイメージを持ってもらうという目的があります。ここでうまくイメージを待たせることができれば、次からの詳細説明の内容が伝わりやすくなります。

※２　会社の概要はできるだけ記載しましょう。会社の規模や、業界、事業内容は仕事のレベルを図るバロメーターとして使われたりします。また、たとえ小さな会社であっても、書くことで、同様の会社からは親近感を持たれ、大企業からは小回りが利きそうなマルチスキルな人材として期待されます。

※３　プロジェクトや業務内容の詳細は、箇条書きを中心にわかりやすく記載しましょう。また、具体的な実績や役職が上がったことでマネジメントの機会があれば必ず書くようにしましょう。ここで上手に記載するとで全体的な印象が変わってきます。

※４　役割やプロジェクトの規模は自分のステップアップを示すバロメーターです。必ず記載してください。なかなかステップアップして来れなかったという場合でも大丈夫。その場合は自己PRの欄で自分の専門性をしっかりと記載すれば印象が良くなります。
※５　上記の例では箇条書きの身になっていますが、簡単な実績や仕事への取り組みを欄内に文章で簡単に表現しても良いです。もし文章が長くなるようなら欄外に「達成事項」や「実績」という項目を設けてPRしましょう。

※６　自己ＰＲは具体的な実績をもとに自分の強みを客観的に表現し、次なる企業へ貢献していくことの想いを伝えるような内容（「○○の分野で御社の発展に貢献できる」等）にすることがベストです。応募する企業や職種のイメージがなく、どう貢献したら良いかわからない場合は、「○○していきたい」という表現もやむを得ません。
